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＜調査用紙の記入に当たってのお願い＞ 

●調査の回答について 

 この調査は、幼稚部、小学部、中学部、高等部（専攻科含む）の指導教諭、教諭、

講師、非常勤講師の先生が御回答ください。 

 

●調査結果の取扱いについて 

（１）当該研究において調査結果を活用します。 

（２）調査結果は、研究報告書、教育研究発表会等で公表します。 

（３）公表に当たっては、特定の個人を識別することはありません。 

 

●提出方法、締め切り 

 調査用紙は、８月19日（木）までに、各学部の研究部員へ提出をお願いします。 

 

 

【フェイスシート】令和３年７月末現在 

所属学部に○ 幼   小   中   高 

氏名  

特別支援教育通算経験年数 年    か月 

聴覚障がい教育通算経験年数 年    か月 

特別支援学校教員免許状 

「聴覚障害者に関する領域」の有無 

有り 無し 

取得する予定（ 有り 無し ） 

ご自身の指導の中で使用頻度の高い 

コミュニケーション手段 

（複数回答可） 

聴覚口話  手話・指文字  文字・筆談 

その他（              ）

※写真、イラスト、身振り・手振り 等 

 
 
 

「特別支援学校における障がい種に応じた専門性の向上と指導の充実に関する研究 

（聴覚障がい）」に係る状況等調査用紙 
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この調査は、聴覚障がい教育における教員の専門性の向上と指導の充実に関する研究に係る調査です。

以下、研究の主旨を御理解いただき、調査への御協力をお願いいたします。 

＜研究主題＞ 

特別支援学校における障がい種に応じた専門性の向上と指導の充実に関する研究 

－自立活動指導資料（聴覚障がい）の作成を通して－ 

 この研究では、聴覚障がい教育における教員の専門性についての状況等を調査し、その結果を参考と

して「自立活動指導資料（試案）」の作成に役立てます。そして、作成した「自立活動指導資料（試案）」

を活用した授業実践を通して、教員の専門性の向上と指導の充実を図ることを目指します。 

 この研究でいう教員の専門性の向上は、「専門的な知識（聴覚障がい教育理論）」と「専門的な技能（授

業実践）」を併せもつことによって図られるものと捉え、専門的な知識を「聴覚障がい教育理論」、専門

的な技能を「授業実践」と位置づけました。さらに、聴覚障がい教育の視点から整理したものを「専門

性の要素」と捉え、仮として設定し下表に示しました。知識と技能で関連があると思われるものを横並

びにしています。参考文献は下段のとおりです。 

聴覚障がい教育における教員の専門性（仮） 

 聴覚障がい教育の知識 聴覚障がい教育の技能 

聴覚障がい教育理論 授業実践 

専
門
性
の
要
素 

聴覚障がいの理解 

（生理学・医学・心理学） 保有する聴覚の活用 

（補聴器、人工内耳の管理） 聴力測定の知識（オージオグラムの見方） 

補聴器、人工内耳の管理 

聴覚障がい児の 

コミュニケーション方法 

意思の相互伝達 

（音声、手話、指文字、文字等） 

発音・発語指導 

言語指導（的確な言語概念の形成） 

聴覚障がい児の 

特性と配慮事項 

教科指導の方法 

教材教具の工夫 

ICT の活用 

進路指導（キャリア教育）、職業教育 

重複障がい児の特性と配慮事項 重複障がい児への指導 

聴覚障がい児の福祉制度  

早期教育、乳幼児教育相談  

参考文献 

◆文部科学省（2018）、「特別支援学校幼稚部教育要領小学部・中学部学習指導要領」 

◆文部科学省（2019）、「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）」 

◆文部科学省（2019）、「聴覚障害教育の手引－言語に関する指導の充実を目指して－」 

◆国立特別支援教育総合研究所（2020）、「特別支援教育の基礎・基本2020」、ジアース教育新社 

◆全国聾学校長会（2011）、「聾学校における専門性を高めるための教員研修用テキスト」 

「特別支援学校における障がい種に応じた専門性の向上と指導の充実に関する研究 

（聴覚障がい）」に係る状況等調査 

＊次ページから回答をお願いします。 



 

 

問１ 仮として設定した「専門的な知識」と位置付けた「聴覚障がい教育理論」（表の左欄）

の項目について伺います。聴覚障がい教育全体で考えたときに、「専門性の要素」と

して、他に考えられるものがあれば、その理由も併せて、回答欄に御記入ください。 

他に考えられる専門性の要素 理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 仮として設定した「専門的な技能」と位置付けた「授業実践」（表の右欄）の項目に

ついて伺います。聴覚障がい教育全体で考えたときに、「専門性の要素」として、他

に考えられるものがあれば、その理由も併せて、回答欄に御記入ください。 

他に考えられる専門性の要素 理由 

 

 

 

 

 

 

＊裏面に続きます 



 

 

問３ これまでに、御自身が自立活動の指導を行う上で、悩んだり、難しさを感じたりし

たことを具体的に御記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 聴覚障がい教育における教員の専門性の向上と指導の充実のために、今後聴覚障が

い教育全体（学校全体）で必要だと考えることを御記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：実態把握、目標設定、指導内容、支援方法、評価、単元計画 等 



 

 

小学部第６学年自立活動学習指導案 

日時：令和３年９月27日（月）５校時        

令和３年９月28日（火）５校時        

令和３年９月29日（水）５校時        

対象：岩手県立盛岡聴覚支援学校         

  小学部６年３名                

場所：小学部６年教室                

指導者：及川よりこ（Ｔ１）、佐々木朝香（Ｔ２）  

 

１ 題材名 「創造しよう！おもしろ漫画作文！！」 

 

２ 題材について 

（１）児童について 

  対象児童は、小学部通常学級６年生３名である。３名とも補聴器や人工内耳を装用しており、本

校には幼稚部から在籍している。３名の聞こえの様子や発音の明瞭さは、比較的良好である。休み

時間には、３名が互いに分かる話題を互いに提供し合い、音声で会話を楽しむ様子が見られる。給

食時間など、声を発することができない状況では、手話ではなく指文字を使って会話をしている。 

  学習場面では、補聴援助システムを使用し、保有する聴覚を活用して学習を進めている。児童の

発言は音声のみのことが多いが、手話や文字・イラスト等の視覚的手がかりを用いて理解を深めて

いる。体育や音楽等の実技教科は学習意欲が高く、積極的に準備をする姿が見られるが、思考した

ことを言葉で表現する教科や読書活動への苦手意識がある。しかし、最高学年になり下級生が増え

たことから、学部集会などの場面では、下級生に分かりやすい言葉を使ったり、手話や文字・イラ

ストを発表資料に添えたりして、「みんなに伝わるように話す」ことを意識し、学校生活を送ってい

る。 

 

（２）指導について 

  対象児童は、３名とも自分の考えを文章に表現することへの苦手意識があり、一日の感想を問う

と、行動と簡易な感情表現の羅列になることが多い。また、助詞や動詞の活用などの誤りがあり、

書字への苦手意識もある。しかし、教員と時間の順序に従って行動を確認し、言葉や表現の援助を

することで、音声で文章表現をすることができる。そこで、イラストやＩＣＴなどの視覚的教材を

活用し、考えを順序立てて、音声又は手話で言語化することで、書くことへの抵抗感を軽減して取

り組めるようにしたい。また、自分でイラストを見て説明したり、友達の考えを受け入れたりして、

イラストから発展して物語を作ることに楽しさを感じることができるように展開していきたい。 

単元を通して、主な活動の前にすごろくインタビューの活動を取り入れる。そこで、他教科での

学習語彙やイラストで描かれている名詞などを取り入れ、繰り返し言葉を受容したり、表出したり

する場面を設定し、発達段階に応じて語彙の使用場面を増やしていきたい。すごろくインタビュー

の活動の中からも、その後の文章を考える活動の際のヒントを得ることができるよう、繰り返し取

り上げる言葉を精選しながら進めていきたい。 

 

 

補助資料２ 



 

 

（３）研究との関わり 

  本研究では、三つの手立てで研究を進める。手立て１では、聴覚障がい教育における教員の専門

性について調査を行い、教員の専門性の要素を整理した。その調査結果を受け、研究の手立て２と

して、「自立活動指導資料（試案）」（以下、「試案」という）を、次の構成で作成した。 

○第１章 聴覚障がい教育の基本的理解 

     聴覚障がい教育に携わる上で必要な専門的な知識及び指導のポイントを示した。 

○第２章 自立活動の指導～自立と社会参加を目指して～ 

     「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（平成 30 年）」の聴覚障がい

のある子供への具体的指導内容と留意点を整理した。 

○第３章 自立活動と各教科との関連～小学部を中心に～ 

     小学部の各教科での指導と自立活動との関連や指導のポイントを示した。 

  作成した試案は、研究の手立て３として、聴覚障がい教育の専門的な視点を踏まえた授業実践を

通して、その有効性を検証する。本授業で活用する試案の内容は、次のとおりである。 

○第１章 聴覚障がい教育の基本的理解 

（５）聴覚障がいのある子供のコミュニケーション方法 

   板書やコンピュータなどの情報機器（pp.14-15）  

（６）言語指導（pp.20-23） 

○第２章 自立活動の指導～自立と社会参加を目指して～ 

（２）聴覚障がいのある子供の自立活動（p.44） 

○第３章 自立活動と各教科との関連～小学部を中心に～ 

（１）指導上の配慮事項（p.65） 

（２）各教科との関連 ①国語（pp.68-69） 

   まず、言語に関する実態把握として、試案の巻末に示した資料１・２「話し方・聞き方に関する

指導段階表」を活用し、現時点での児童の実態を把握する。次に、資料３「自立活動目標設定シー

ト①」を活用し、目指す姿や身に付けさせたい力について検討する。さらに、資料４「自立活動目

標設定シート②」から、実践場面を想定し、指導の手立てを検討する。本授業では、相手に伝わる

話し方を意識することができるよう、四コマ漫画やイラストなどの視覚教材を取り入れ、文章を考

える力を高めたい。 

試案の活用を通して、聴覚障がい教育における専門的な視点を踏まえた授業展開を図ることで、

教員の専門性と指導の充実につながるものと考える。 

 

３ 題材の目標（選定した自立活動の内容６区分27項目は関連順） 

絵から読み取ったことを、手話や音声で表現することができる。 

自分の経験や友達の意見を基に、自分の考えをまとめ手話や音声で表現することができる。 

【人間関係の形成】（２）他者の意図や感情の理解に関すること。 

（３）自己の理解と行動の調整に関すること。 

【コミュニケーション】（２）言語の受容と表出に関すること。 

（３）言語の形成と活用に関すること。 

 



 

 

４ 児童の実態と本題材の目標 
 Ａ Ｂ Ｃ 
周波数 500Hz 1000Hz 2000Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 
聴力レベル 
（dBHL）   

右          
左 85 95 95 100 105 110    

装用時閾値（dBHL） 25 26 20 26 26 20 30 25 25 
補聴器／人工内耳 右：人工内耳 左：補聴器 右：人工内耳 左：補聴器 右：人工内耳 左：人工内耳 

人
間
関
係
の
形
成 

他者との 
かかわり 

・友達の発表後などに、聞き返しや質問をすること
はあまりない。 

・学習中の発言は、友達の応答の仕方を模倣して発
言することが多い。 

・友達の発表後に、意見を述べる友達の様子を見
て、応答の仕方を確認し、模倣して発言する。 

・友達の発表後には、意見や質問を積極的に述べる
ことができる。 

他者の意図や
感情の理解 

・日常的な会話では、友達や教員の話を理解してい
る。 

・集団が大きくなると、話し手の話の内容を理解す
ることが難しい。 

・日常的な会話では、友達や教員の話を理解してい
る。 

・集団が大きくなると、話し手の話の内容を理解す
ることが難しい。 

・日常的な会話では、友達や教員の話を理解してい
る。 

・大きい集団では、話を理解しようという意欲をも
って聞いている。 

自己の理解と
行動の調整 

・友達の行動する姿や教員の指示を受け、さらに手
順を確認してから行動することが多い。 

・的確に会話の内容を理解することが難しい。 
・友達の行動する姿や教員の指示を受けて行動す
ることが多い。 

・教員の応答に、自分の経験を基に積極的に応答す
ることができる。 

・確認のため、自分の考えを教員に伝えてから行動
することがある。 

環
境
の
把
握 

保有する感覚
の活用 

・人工内耳や補聴器、補聴援助システムを活用し、
聴覚活用をしている。 

・人工内耳や補聴器、補聴援助システムを活用し、
聴覚活用をしている。 

・人工内耳や補聴援助システムを活用し、聴覚活用
をしている。 

感覚を総合的
に活用した周
囲の状況把握
と状況に応じ
た行動 

・指示理解が不明確である。 
・集会場面等では、事前に表現方法を確認した上
で、手話と音声を併用して発表している。 

・音声のみの複数の指示は理解が難しい。 
・集会場面等では、事前に表現方法を確認した上
で、手話と音声を併用して発表している。 

・音声と手話を併用した指示を理解し、行動するこ
とができる。 

・集会場面等では、事前に表現方法を確認した上
で、手話と音声を併用して発表している。 

概念の形成 
・手話や絵などを併用することで、言葉を理解する。 ・手話や絵などを併用することで、言葉を理解す

る。 
・手話や絵などを併用することで、言葉を理解する。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

言語の受容と
表出 

・音声、書字ともに助詞の間違いがある。 ・抽象的な言葉の理解が苦手である。 ・漢字の書字が苦手である。 
・読書活動が苦手である。 

言語の形成と
活用 

・発音の明瞭度は比較的高い。 
・内容を考えることに時間がかかり、文章を書き進
めることができないことがある。 

・発音の明瞭度は比較的高い。 
・意味を理解していない語彙が多いため、考えを表
現する際には、日常的に使用する言葉を繰り返す
ことが多い。 

・発音の明瞭度は比較的高い。 
・音声で自分の考えを表現することができるが、そ
れを書字に表すことに苦手意識がある。 

コミュニケー
ション手段の
選択と活用 

・友達とは音声での会話、下級生とは音声と手話を
併用して会話をしている。 

・小学部全体の活動場面では、手話や分かりやすい
言葉を使おうという意識がある。 

・友達とは音声での会話、下級生とは音声と手話を
併用して会話をしている。 

・小学部全体の活動場面では、手話や分かりやすい
言葉を使おうという意識がある。 

・友達とは音声での会話、下級生とは音声と手話を
併用して会話をしている。 

・活動場面や相手に応じ、音声の活用や手話の分か
りやすさを考えながら伝えることができる。 

本題材の目標 

・自分で考えたことを、音声や指差し等の自分なり
の表現で伝えることができる。 

・視覚的に整理したものを見ることと併せて、教員
や友達の話す内容を理解することができる。 

・自分で考えたことを、教員と整理しながら音声で
表現することができる。 

・手話や文字を見て、教員や友達の説明の内容を理
解することができる。 

・自分で考えたことを音声や手話で表現できる。 
・教員や友達の説明を参考にしながら、自分の考え
を表現することができる。 



 

 

５ 題材の指導計画（全３時間） 

時 月日 学習活動 

指導目標 

個別の目標 

児童Ａ 児童Ｂ 児童Ｃ 

１ 
 

９月27日（月） 
５校時 

・四コマ漫画や文章には起承転
結の構成があることを知る。 

・四コマ漫画の４コマ目を考え
る。 

・四コマ漫画を文に表す。 

・四コマ漫画を見て、自分の考えを文に表すことができる。 

・自分の考えを音声や文字で表
出し、教員と一緒に文章の組
み立てを考えることができ
る。【人】（２）【コ】（２）（３） 

 

・指さしや音声による単語で自
分の理解していることを表出
し、教員と一緒に文章を考え
ることができる。【人】（２）
【コ】（２）（３） 

・絵に注目し、自分の考えを音声
で表すことができる。【人】（２）
【コ】（２）（３） 

２ 
 

９月28日（火） 
５校時 

・絵から読み取った名称、事象
を発表する。 

・絵から読み取ったことを基
に、絵には描かれていない背
景について考え、話合いをす
る。 

・絵から読み取ったことや感じたことを、手話や音声で表現することができる。 
・友達の考えを音声、手話、文字等から読み取り、自分の感じたことと比較しながら文章を考える
ことができる。 

・自分の考えを音声や文字で表
出し、教員と一緒に文章を確
認し表現することができる。
【コ】（２） 

・教員と一緒に手話や文字で友
達の意見を確認することがで
きる。自分の考えを表現する
ことができる。【人】（２） 

・単語で自分の理解しているこ
とを表出し、教員と一緒に文
章を組み立てることができ
る。【コ】（２） 

・教員と一緒に手話や文字で友
達の考えを確認し、自分の考
えと照らし合わせて考えるこ
とができる。【人】（２） 

・自分の考えを、理由を述べて表
現することができる。【コ】
（２）（３） 

・友達の考えと自分の感じたこ
との類似点や相違点を検討
し、自分の考えを表すことが
できる。【人】（２）（３） 

３ 

９月29日（水） 
５校時 

・絵から発展して物語を考え、
作文に表す。 

・友達の考えと自分の感じたことと比較しながら文章を考えることができる。 
・自分の考えを文で表し、文の順序を考え作文を完成させることができる。 

・友達の考えを手話や文字で教
員と確認し、感想を述べるこ
とができる。【人】（２） 

・自分の考えを音声や文字で表
出し、教員と一緒に文章の組
み立てを考えることができ
る。【コ】（２）（３） 

・友達の考えと自分の感じたこ
との類似点や相違点を考え、
表現することができる。【人】
（２） 

・自分の考えを音声で表出し、教
員と一緒に文を考えることが
できる。【コ】（２）（３） 

・友達の考えを踏まえた自分の
考えを音声で表出し、教員と
一緒に文章に表すことができ
る。【人】（２）（３） 

・教員と一緒に文の順序を考え
ることができる。【コ】（２）
（３） 

 

 

 
――――――――――――――――――――― 
（注）自立活動の内容６区分27項目の観点から指導目標を設定した。例えば、【人】（２）【コ】（２）（３）とは、【人間関係の形成】（２）他者の意図や感情の理解に関すること、【コ

ミュニケーション】（２）言語の受容と表出に関すること、（３）言語の形成と活用に関することを略記している。p.18も同様。 



 

 

６ 展開（全３時間） 

（１）９月27日（月）１時間目／全３時間 
   指導目標：四コマ漫画を見て、自分の考えを文に表すことができる。 

 学習活動 指導上の留意点 
個別の支援 

教材教具等 
評価規準 
評価方法 児童Ａ 児童Ｂ 児童Ｃ 

導
入
15
分 

１ 挨拶をする。 
 
 
 
２ 本時の学習内容に
ついて知る。 

・学習内容を音読する。 
 
 
 
３ すごろくをする。 
・「○○の場合、どうす
る？」と書かれてある
マスを読み、答える。 

・すごろくを始める前
に、児童もマスの質
問内容を考え、付箋
に書き、貼る。 

 
 
 
 
 
４ 学習課題を確認す
る。 

・めあてを音読する。 

・補聴援助システムロジャー
を使用し、聞こえの状態を
確認してから始める。 

 
・児童が注目をしていること
を確認してから話を始める 

・手話を用いて、意味理解を
促す。学習内容が理解でき
たかを質問し、確認を行う。 

 
・応答の仕方が分かるように、
Ｔ１とＴ２で例示する。 

・発言者に注目するよう促す。
・マスに書かれている文の内
容を読むよう促す。 

・内容を理解しているか、Ｔ
１が適宜質問し、確認する。 

・主な活動の際にすごろくで
学習した語彙を確認できる
よう、Ｔ２は、質問と応答
の様子をホワイトボードに
記入する。 

 
・手話を用いて、意味理解を
促す。めあてが理解できた
かを質問をし、確認を行う。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・文の理解を促

すために、単
語に区切って
確認をする。 

・自分の考えを
スムーズに発
表できるよう
話し方の例を
提示する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・文の理解を促

すために、単
語に区切って
確認をする。 

・自分の考えを
スムーズに発
表できるよう
話し方の例を
提示する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・書かれてある

文の理解に専
念できるよう
漢字の使用に
配慮する。 

 

・ロジャー 
 
 
 
・紙板書 
 
 
 
 
 
・すごろく用紙 
・すごろく駒 
・付箋 
・筆記用具 
・さいころ 
・ホワイトボー 
 ド 
・紙板書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の考えを、
音声や手話で
発表している。
（発表） 

・友達の発表を音
声や手話、文字
等から読み取
り、自分の意見
を発表してい
る。（発表） 

 

展
開
20
分 

５ 四コマ漫画のコマ
ごとの内容の説明を
する。 

・起承転結の構成を確
認する。 

・児童に伝わりやすい例を用
いて説明する。 

・手話を用いて意味理解を促
す。 

・コマごとの変
化を読み取れ
るよう、指さ
しをして注目
する点を伝え
る。 

  

・コマごとの変
化を読み取れ
るよう、指さ
しをして注目
する点を伝え
る。 

・コマごとの変
化を読み取れ
るよう、手話
や音声で説明
を加える。 

 
 
 

・「起」「承」「転」
「結」カード 
・四コマ漫画 
 

 

・四コマ漫画を見て、文章に表そう。 

。

、

、、



 

 
 

 学習活動 指導上の留意点 
個別の支援 

教材教具等 
評価規準 

（ ）：評価方法 児童Ａ 児童Ｂ 児童Ｃ 

展
開
20
分 

６ 順不同の四コマ漫
画を順番通りに並べ
る。 

・iPad上で順番を入れ
替え、理由を書き込
む。発表する。 

・漫画の筆者の考えに
ついて、感想や根拠
を発表する。 

 
 
７ 四コマ漫画の４コ
マ目のセリフを考え
る。 

・絵から読み取れる情
報を根拠として、セ
リフを考える。 

 
 
 
 
８ 四コマ漫画の絵を
基に、文に表す。 

・４コマ目の絵を文に
表す。 

・児童の発表の際、注目する
よう促す。 

・児童の発言が他の児童にと
って難しい表現だった場
合、児童と発言の意図を確
認しながら、Ｔ１が言葉を
変えて伝えるようにする。 

・児童の発言が視覚的に共有
できるように、Ｔ２が板書
する。 

 
・Ｔ１は児童Ｂと児童Ｃ、Ｔ２
は児童Ａを中心に、音声や手
話、文字等で考えを確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
・書き方の例をＴ１が示し、文
章に書き表しやすいように
する。 

・漢字辞典アプリなどを使う
ように促し、考えを言葉で表
現することにのみ意識でき
るようにする。 

・考えを表出す
ることに専念
できるように
教員の復唱を
促し、文法に
ついて確認す
る。 

 
 
 
 
・自分の考えを
整理できるよ
うに、教員が
児童の言葉を
文字で示し、
文章を組み立
てることがで
きるようにす
る。 

 
 

・考えを表出す
ることに専念
できるように
指さしや単語
での表出は、
言葉を付け加
える。 

 
 
 
 
・順序立てて考

えることがで
きるように、
絵の要素を指
さしながら進
めるようにす
る。 

・考えを表出す
ることに専念
できるように
音声で自分の
考えを表出す
るよう促す。 

 
 
 
   
・書字の苦手意

識を軽減する
ために、言葉
や漢字につい
て、iPadのア
プリや検索機
能を用いて調
べることを促
す。 

・「起」「承」「転」
「結」カード 
・四コマ漫画 
 
 
 
 
 
 
 
 
・iPad 
・コマごとに分
かれた四コマ
漫画 

・四コマ漫画の
原画 

 
 
 
 
・「起」「承」「転」
「結」カード 
・テレビ 
・iPad 

・漫画から状況を
読み取り、自分
の考えを発表し
ている。（発表） 

 
 
 
 
 
 
 
・漫画から状況を
読み取り、自分
の考えを言葉
で発表してい
る。（発表） 

 
         
・自分の考えをま
とめ、文章に表
わしている。
（行動観察、ワ
ークシート） 

終
末
10
分 

９ 完成した文を発表
する。 

・音声や手話を用いて
発表する。 

 
 
 
10 挨拶をする。 

・児童の発表の際、注目するよ
う声がけをする。 

・児童の発表後、完成した文を
テレビに映し、児童の音声や
手話表現に対応する言葉を
確認できるようにする。 

 
・完成した作文を掲示し、学部
の児童と教員に読んでもら
い、「たのし賞」の表彰をす
ることを伝える。 

・振り返りのために、自分で書
いた文や友達の書いた文を
読むよう促す。 

・要点に手話を
用いて発表で
きるよう、事
前に確認する
ようにする。 

・要点に手話を
用いて発表で
きるよう、事
前に確認する
ようにする。 

・要点に手話を
用いて発表で
きるよう、事
前に確認する
ようにする。 

・iPad 
・テレビ 
・譜面台 
 
 
 
 
・たのし賞 

 

、 、、



 

 
 

（２）９月28日（火）２時間目／全３時間 
   指導目標：絵から読み取ったことや感じたことを、手話や音声で表現できる。 
        友達の考えを音声、手話、文字等から読み取り、自分の感じたことと比較しながら文章を考えることができる。 

 学習活動 指導上の留意点 
個別の支援 

教材教具等 
評価規準 

（ ）：評価方法 児童Ａ 児童Ｂ 児童Ｃ 

導
入
15
分 

１ 挨拶をする。 
 
 
 
２ 本時の学習内容に
ついて知る。 

・学習内容を音読す
る。 

 
 
３ すごろくをする。 
・「○○の場合、どうす
る？」と書かれてあ
るマスを読み、答え
る。 

・すごろくを始める前
に、児童もマスの質
問内容を考え、付箋
に書き、貼る。 

 
 
 
 
４ 学習課題を確認す
る。 

・めあてを音読する。 
 
 
 
 

・補聴援助システムロジャー
を使用し、聞こえの状態を
確認してから始める。 

 
・児童が注目をしていること
を確認してから話を始める 

・手話を用いて、意味理解を
促す。学習内容が理解でき
たかを質問し、確認を行う。 

 
・応答の仕方が分かるように、
Ｔ１とＴ２で例示する。 

・発言者に注目するよう促す。 
・マスに書かれている文の内
容を読むよう促す。 

・内容を理解しているか、Ｔ１
が適宜質問し、確認する。 

・主な活動の際にすごろくで
学習した語彙を確認できる
よう、Ｔ２は、質問と応答の
様子をホワイトボードに記
入する。 

 
・手話を用いて、意味理解を
促す。めあてが理解できた
かを質問をし、確認を行う。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・文の理解を促
すために、単
語に区切って
確認をする。 

・自分の考えを
スムーズに発
表できるよう
話し方の例を
提示する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・文の理解を促
すために、単
語に区切って
確認をする。 

・自分の考えを
スムーズに発
表できるよう
話し方の例を
提示する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・書かれてある

文の理解に専
念できるよう
漢字の使用に
配慮する。 

 

・ロジャー 
 
 
 
・紙板書 
 
 
 
 
 
・すごろく用紙 
・すごろく駒 
・付箋 
・筆記用具 
・さいころ 
・ホワイトボー 
 ド 
・紙板書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の考えを、
音声や手話で
発表している。
（発表） 

・友達の発表を音
声や手話、文字
等から読み取
り、自分の意見
を発表してい
る。（発表） 

 

展
開
20
分 

５ 絵を見て、描かれ
ているもの（名称）を
発表する。 

・相互に理解できるように、Ｔ
１は児童の発言を手話と音
声で繰り返す。 

・文字と絵が対応して理解で
きるよう、Ｔ２は発言を付
箋に書いて絵に貼る。 

・言葉の理解を
促すため、手
話と指文字で
確認するよう
にする。 

・言葉の理解を
促すため、手
話と指文字で
確認するよう
にする。 

・言葉の理解を
促すため、手
話と指文字で
確認するよう
にする。 

 

・拡大イラスト 
・付箋 
 

・絵に描かれてい
るものの名前を
音声や手話で発
表している。（発
表） 

 

・絵を見て分かったことを書こう。 

・友達の意見と自分の意見を比べてみよう。 

。

、、

、



 

 
 

 学習活動 指導上の留意点 
個別の支援 

教材教具等 
評価規準 

（ ）：評価方法 児童Ａ 児童Ｂ 児童Ｃ 

展
開
20
分 

６ 絵を見て、描かれて
いる様子（事象）を発
表する。 

 
 
 
 
７ 絵を見て、気付いた
ことをiPadに記入す
る。 

 
 
 
 
８ 気付いたことを共有
する。 

・画面共有する。 
・友達の意見と、自分の
意見を比べる。 

 
 
 
９ 絵に描かれていない
背景について話し合
う。 

・児童が記入した画面を
テレビに映し、意見を
共有する。 

・絵を根拠に場所、時間、
季節、登場人物の関係
等を話し合う。 

・相互に理解できるように、Ｔ１
は児童の発言を手話と音声で
繰り返す。 

・話合いの際に活用できるよう
に、Ｔ２は発言を板書する。 

 
 
・自分で考えることが難しい児
童には、指差しを促し、分かる
部分を音声や手話で説明する
ように伝える。 

 
 
 
・Ｔ１は児童Ｂと児童Ｃ、Ｔ２は
児童Ａを中心に、考えたことを
音声や手話、文字等で確認す
る。 

・絵に描かれているものや様子
を結びつけて考えるよう促す 

 
 
・話合いの進め方が分かるよう
に、Ｔ１とＴ２で例示する。 

・文章をまとめて発表すること
が難しい児童には、iPad上で印
を付けるなどし、Ｔ２と一緒に
考えをまとめる。 

・発表の順番を工夫し、同意の発
言のみで終わらないようにす
る。 

・話合いを撮影する。 

・考えを表出する
ことに専念でき
るように、言葉
の表出が難しい
場合は動作化す
るよう促す。 

 
・考えを表出する
ことに専念で
きるように、単
語での表出は
言葉を付け加
える。 

 
・友達の意見の内
容を理解するた
めに、要点を手
話や文字で伝え
る。 

 
 
 
・考えを表出する
ことに専念でき
るように、単語
での表出は言葉
を付け加える。 

・考えを表出する
ことに専念でき
るように、単語
での表出には言
葉を付け加え
る。 

 
・考えを表出する
ことに専念で
きるように、指
さしや単語で
の表出は、言葉
を付け加える。 

 
・友達の意見の内
容を理解するた
めに、要点を手
話や文字で伝え
る。 

 
 
 
・考えを表出する
ことに専念でき
るように、指さ
しや単語での表
出は、言葉を付
け加える。 

・考えを表出する
ことに専念でき
るように、単語
での表出には言
葉を付け加え
る。 

 
・考えを表出する
ことに専念でき
るように、書字
については音声
で確認しながら
進める。 

 
・友達の意見の内
容確認のため
に、復唱を促し
たり、言葉を置
き換えたりして
確認する。 

 
 
・話合いを主にな
って進めること
ができるよう
に、進め方を文
字で提示する。 

・考えを表出する
ことに専念でき
るように、単語
での表出は言葉
を付け加える。 

・拡大イラスト 
 
 
 
 
 
 
・iPad 
 
 
 
 
 
 
・iPad 
・テレビ 
 
 
 
 
 
 
・iPad 
・テレビ 

・絵に描かれてあ
る様子を表現し
ている。（発表） 

 
 
 
 
・絵に描かれてい
る事象と事象を
結び付けて考え
ている。（行動観
察、ワークシー
ト） 

 
・自分の意見を発
表している。（発
表） 

・友達の意見を受
容し、感想を発
表している。（発
表） 

 
・話し手に注目し、
発表の内容を理
解している。（行
動観察） 

・友達の意見に対
する自分の意見
を発表してい
る。（発表） 

終
末
10
分 

10 学習課題を振り返る。 
・感想を発表する。 
 
 
 
 
 
11 挨拶をする。 

・児童の発表の際は、注目するよ
う声がけをする。 

・児童の発言が他の児童にとっ
て難しい表現だった場合、Ｔ１
が表現を変えて伝えるように
する。 

 
・次時の学習内容を伝える。 

   ・iPad 
・テレビ 
 

 

。



 

 
 

（３）９月29日（水）３時間目／全３時間 

   指導目標：友達の考えと自分の感じたことと比較しながら文章を考えることができる。 
自分の考えを文で表し、文の順序を考え作文を完成させることができる。 

 学習活動 指導上の留意点 
個別の支援 

教材教具等 
評価規準 

（ ）：評価方法 児童Ａ 児童Ｂ 児童Ｃ 

導
入
15
分 

１ 挨拶をする。 
 
 
 
２ 本時の学習内容に
ついて知る。 

・学習内容を音読する。 
 
 
 
３ すごろくをする。 
・「○○の場合、どうす
る？」と書かれてあ
るマスを読み、答え
る。 

・すごろくを始める前
に、児童もマスの質
問内容を考え、付箋
に書き、貼る。 

 
 
 
 
４ 学習課題を確認す
る。 

・めあてを音読する。 

・補聴援助システムロジャー
を使用し、聞こえの状態を
確認してから始める。 

 
・児童が注目をしていること
を確認してから話を始める 

・手話を用いて、意味理解を促
す。学習内容が理解できたか
を質問し、確認を行う。 

 
・応答の仕方が分かるように、
Ｔ１とＴ２で例示する。 

・発言者に注目するよう促す 
・マスに書かれている文の内
容を読むよう促す。 

・内容を理解しているか、Ｔ
１が適宜質問し、確認する。 

・主な活動の際にすごろくで
学習した語彙を確認できる
よう、Ｔ２は、質問と応答の
様子をホワイトボードに記
入する。 

 
・手話を用いて、意味理解を
促す。めあてが理解できた
かを質問をし、確認を行う。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・文の理解を促す
ために、単語に
区切って確認
をする。 

・自分の考えをス
ムーズに発表で
きるよう、話し
方の例を提示す
る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・文の理解を促す
ために、単語に
区切って確認
をする。 

・自分の考えをス
ムーズに発表で
きるよう、話し
方の例を提示す
る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・書かれてある文

の理解に専念
できるように、
漢字の使用に
配慮する。 

 

・ロジャー 
 
 
 
・紙板書 
 
 
 
 
 
・すごろく用紙 
・すごろく駒 
・付箋 
・筆記用具 
・さいころ 
・ホワイトボー 
 ド 
 
 
 
 
 
 
・紙板書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の考えを、
音声や手話で
発表している。
（発表） 

・友達の発表を音
声や手話、文字
等から読み取
り、自分の意見
を発表してい
る。（発表） 

 

展
開
20
分 

５ 前時の確認をする 
・前時の学習で使用し
たメモを基に、絵に
描かれている背景を
発表する。 

 

・相互に理解できるように、
Ｔ１は児童の発言を手話と
音声で繰り返す。 

・考えを自分の言
葉で発表するこ
とに専念できる
ように、教員の
復唱を促し、文
法について確認
する。 

・考えを自分の言
葉で発表するこ
とに専念できる
ように、指さし
や動作化を用い
て伝えるよう促
す。 

 

・友達の意見の内
容を理解する
ために、要点を
手話や文字で
伝える。 

・iPad 
・テレビ 
 

 

絵から想像して、物語を作ってみよう。 

。

。

。



 

 
 

 学習活動 指導上の留意点 
個別の支援 

教材教具等 
評価規準 

（ ）：評価方法 児童Ａ 児童Ｂ 児童Ｃ 

展
開
20
分 

６ 作文を書く。 
・文章を短冊に書く。 
・短冊を順番に並べ替
える。 

・Ｔ１は児童Ｂと児童Ｃ、Ｔ
２は児童Ａを中心に、考え
たことを音声や手話、文字
等で確認する。 

・漢字辞典アプリなどを使う
ように促し、考えを言葉で
表現することにのみ意識で
きるようにする。 

・文章を並べ替える際は、
「起」「承」「転」「結」カー
ドを提示し、文章の流れを
確認しながら進めることが
できるようにする。 

・自分の考えを整
理することに専
念できるように
復唱を促し、文
の組み立てを考
えることができ
るようにする。 

・自分の考えを整
理することに
専念できるよ
うに、教員が児
童の発言を文
字で示し、文章
を組み立てる
ことができる
ようにする。 

・書字の苦手意識
を軽減するため
に、言葉や漢字
について、iPad
のアプリや検索
機能を用いて調
べることを促
す。 

・言葉の選び方
や、文章の適切
な長さに気付
くことができ
るよう、文章を
読み返すよう
促す。 

・「起」「承」「転」
「結」カード 
・iPad 

・自分の考えをま
とめ、言葉や文
章に表してい
る。（行動観察、
ワークシート） 

終
末
10
分 

７ 作文を発表する。 
・音声や手話を用いて
発表する。 

 
 
 
 
 
８ 挨拶をする。 
 

・児童の発表の際は、注目す
るよう声がけをする。 

・児童の発表後、完成した文
をテレビに映し、児童の音
声や手話表現に対応する言
葉を確認できるようにす
る。 

 
・完成した作文を掲示し、学
部の児童と教員に読んでも
らい、「おもしろ賞」の表彰
をすることを伝える。 

・振り返りのために、自分で
書いた作文や友達の書いた
作文を読むよう促す。 

・要点に手話を
用いて発表で
きるよう、事
前に確認する
ようにする。 

・要点に手話を
用いて発表で
きるよう、事
前に確認する
ようにする。 

・要点に手話を
用いて発表で
きるよう、事
前に確認する
ようにする。 

・iPad 
・テレビ 
・譜面台 
 
 
 
 
 
・おもしろ賞 

・原稿を基に考え
を発表している。
（発表） 

 

、



 

 

７ 配置図 
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小学部第１・２学年自立活動学習指導案 

日時：令和３年10月12日（火）５校時    

令和３年10月13日（水）５校時    

令和３年10月14日（木）５校時    

令和３年10月15日（金）５校時    

対象：岩手県立盛岡聴覚支援学校        

小学部１年生２名 ２年生１名      

 計 ３名       

場所：小学部１・２年１組教室           

指導者：米倉照美（Ｔ１）及川よりこ（Ｔ２） 

 

１ 題材名 「ことばを覚えよう！上手に話そう！」 

 

２ 題材について 

（１）児童について 

  対象児童は、小学部低学年の３名である。幼稚部から本校に在籍する児童、後天性難聴で補聴器

装用後間もない児童など、補聴器や人工内耳の装用による聴覚活用の実態や発音の明瞭さ等の実態

は様々である。３名とも口話と簡単な手話を併用し、個々の実態に応じ授業が進められている。休

み時間などは身振りを用いて児童同士でコミュニケーションを取っている。 

日本語の語彙の獲得や文法の理解は、学年や聴覚活用、手話活用の期間などにより、それぞれ実

態が異なる。手話言語が中心で、自分の気持ちを手話や身振りを使って伝えようとするＤ、音声言

語が中心で、簡単な内容であればすぐに理解できるＥ、文字を使って短く提示すると理解しやすく、

音声言語と手話表出で自分の思いを伝えるＦと、コミュニケーション手段の活用の実態は様々であ

る。教員や友達の話を理解しようとする意欲は見られるが、話し手を最後まで見たり、分からない

ことは質問したりするなどのコミュニケーションの基本的事項については学習中である。 

 

（２）指導について 

  指導に当たっては、教員や友達と情報や考えを伝え合う活動を通して、人と関わり合い、相手の

伝えたい内容が分かる楽しさや、自分の考えを伝える楽しさを味わうことができるようにする。ま

た、友達と伝え合い、協力して一つのことをやり遂げることへの達成感や喜びを十分に味わうこと

ができるようにする。伝わる経験を積み重ねることで、他者とコミュニケーションを取りたいとい

う意欲を高めることができるようにしたい。 

  学校生活全体を通して、話す場面では、「相手を見る」「大きな声で発表する／はっきりと手話表

現をする」ことが身に付くように指導している。聞く場面では、「相手を見る」「相手の口や手話表

現を見る」「最後まで見る」ことが身に付くように指導している。そこで、本単元でも話す場面と聞

く場面を分けて設定し、それぞれの場面で集中して活動に取り組めるようにしたい。 

児童の言葉、助詞、言い回しの間違いについては、その都度正しい言葉を伝えるようにする。ま

た、音声での発言の際には、文字や手話で発言を繰り返し、手話での発言の際には、音声や文字等

で助詞を補完しながら発言を繰り返すなど、相互に発言の内容が分かるようにしたい。 

体を動かして言葉のイメージをつかんだり、伝言ゲームやクイズなどゲーム性のある活動を取り

入れたりすることで、主体的に活動に取り組むことができるようにしたい。また、視覚教材を提示

することで、文字と実物を結び付け、言葉の理解をより深めたい。 

補助資料３ 



 

 

（３）研究との関わり 

  本研究では、三つの手立てで研究を進める。手立て１では、聴覚障がい教育における教員の専門

性について調査を行い、教員の専門性の要素を整理した。その調査結果を受け、研究の手立て２と

して、「自立活動指導資料（試案）」（以下、「試案」という）を、次の構成で作成した。 

○第１章 聴覚障がい教育の基本的理解 

     聴覚障がい教育に携わる上で必要な専門的な知識及び指導のポイントを示した。 

○第２章 自立活動の指導～自立と社会参加を目指して～ 

     「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（平成30年）」の聴覚障がいの

ある子供への具体的指導内容と留意点を整理した。 

○第３章 自立活動と各教科との関連～小学部を中心に～ 

     小学部の各教科での指導と自立活動との関連や指導のポイントを示した。 

  作成した試案は、研究の手立て３として、聴覚障がい教育の専門的な視点を踏まえた授業実践を

通して、その有効性を検証する。本授業で活用する試案の内容は、次のとおりである。 

○第１章 聴覚障がい教育の基本的理解 

（５）聴覚障がいのある子供のコミュニケーション方法 

   読話の際の配慮事項（p.12） 

   手話・指文字（pp.16-19） 

（６）言語指導 

   言語学習ステップ（p.23） 

（８）重複障がいのある子供の特性と配慮事項 

   指導計画と配慮事項（p.27） 

○第２章 自立活動の指導～自立と社会参加を目指して～ 

（２）聴覚障がいのある子供の自立活動（p.44） 

   まず、言語に関する実態把握として、試案の巻末に示した資料１・２「話し方・聞き方に関する

指導段階表」を活用し、現時点での児童の実態を把握する。次に、資料３「自立活動目標設定シー

ト①」を活用し、目指す姿や身に付けさせたい力について検討する。さらに、資料４「自立活動目

標設定シート②」から、実践場面を想定し、指導の手立てを検討する。本授業では、手話や音声で

表現できる語彙を増やし、聞き方・話し方の基礎基本が身に付くようにしたい。 

試案の活用を通して、聴覚障がい教育における専門的な視点を踏まえた授業展開を図ることで、

教員の専門性と指導の充実につながるものと考える。 

 
３ 題材の目標（選定した自立活動の内容６区分27項目は関連順） 

  ・音声や手話で表現できる語彙を増やす。 

  ・内容が分かるように、相手に伝えることができる。 

  ・知っている語句に注目し、話の概要をつかむことができる。 

  【コミュニケーション】（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

【環境の把握】（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関

すること。 

  【人間関係の形成】（２）他者の意図や感情の理解に関すること。 



 

 
 

４ 児童の実態と本題材の目標 
 Ｄ（小１） Ｅ（小１） Ｆ（小２） 
周波数 500Hz 1000Hz 2000Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 
聴力レベル
（dBHL） 

右       （110） （110） （110） 
左       45 60 65 

装用時閾値（dBHL） 35 35 35 70 55 25 35 35 35 
補聴器／人工内耳 右：人工内耳 左：人工内耳 右：補聴器 左：補聴器 右：装用なし 左：補聴器 

人
間
関
係
の
形
成 

他者とのかかわり 
・やりとりは簡単な手話が中心である。 
・友達の発表後には、「これは何？」などの定型
の質問ができるようになってきた。 

・やりとりは音声が中心である。 
・友達の発表後には、場所や人など定型の質問
ができるようになってきた。 

・やりとりは音声が中心である。 

他者の意図や感情の
理解 

・手話での５Ｗ１Ｈの質問の意図が理解でき
ず、要点をとらえて返答することが難しい。 

・音声に手話や文字を併用した簡単な質問に
は、おおよそ意味を理解して返答することが
できる。 

・教員と場面を詳しく振り返ることで、相手の
気持ちを考えることができる。 

・相手の反応を見て、分かりやすい言葉を使っ
たり、動作化したりすることができるように
なってきた。 

自己の理解と行動の
調整 

・話が理解できないときは、友達の行動を見て
から行動することが多い。 

・友達の行動を見てから行動することが多い。 ・自分の経験を基に、考えたことを行動に表す
ことができる。 

環
境
の
把
握 

保有する感覚の活用 

・人工内耳の装用習慣が身に付いたのは、本校
の幼稚部年長クラスに入学してからである。 

・人工内耳や補聴援助システムを活用し、聴覚
活用をしている。 

・後天性難聴で、補聴器を装用して半年である。 
 

・右耳は補聴器を装用していない。左耳から音
声が入りやすいように座席配置をしている。 

・補聴器や補聴援助システムを活用し、聴覚活
用をしている。 

感覚を総合的に活用
した周囲の状況把握
と状況に応じた行動 

・手話で理解している語彙が少ないため、指示
理解が不明確である。 

・簡単で短い言葉を文字化することで理解が進
み、行動することができる。 

・簡単で短い言葉での指示を理解して行動する
ことができる。 

概念の形成 
・手話や指文字、身振り・手振り、表情、絵等
を用いて、言葉の意味を理解している。 

・軽度の知的障がいを併せ有している。音声や
手話、文字、写真等を用いて、総合的に言葉
の意味を理解している。 

・写真や絵、手話、身振り・手振り等を用いて、
言葉の意味を理解している。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

言語の受容と表出 

・話し手の手話や指文字の模倣ができる。 
・身近なものについては、簡単な手話で表現で
きるものもあるが、指文字や文字で確認する
と分からないことが多い。 

・平仮名、片仮名を読むことができる。学習場
面では、文字で提示すると理解できることが
多い。 

・手話表現に興味があり、会話のやりとりを見
て模倣することができる。 

・学習した語句や概念を、生活の中で用いて話
そうとする。 

・拗音や促音、聞き間違いをしている言葉や字
の表記間違いがある。 

言語の形成と活用 
・発音の明瞭度が低く、口話だけでは相手に伝
わりにくい。 

・発音の明瞭度は比較的高い。 ・発音の明瞭度は比較的高い。 

コミュニケーション
手段の選択と活用 

・身振りや手話で会話をしている。 ・音声と簡単な手話を併用して会話をしてい
る。 

・音声のみで会話をすることが多い。 
・学部の集会などでは、理解している手話を用
いて話そうという意識がある。 

本題材の目標 

・手話で表現できる語彙を増やす。 
・伝えたい内容を教員と手話で確認し、手話で
伝えることができる。 

・手話と言葉を結び付けることができる。 

・音声と手話で表現できる語彙を増やす。 
・伝えたい内容を、音声や手話、文字で教員と確
認し、相手に伝えることができる。 

・手話やイラスト、文字と対応させて、話の内
容を理解することができる。 

・音声で表現できる語彙を増やす。 
・伝えたい内容を、要点に手話表現を用いて、音
声で相手に伝えることができる。 

・手話や音声を基に、話の内容を理解すること
ができる。 



 

 
 

５ 題材の指導計画（全４時間） 

時 月日 学習内容 

指導目標 
個別の目標 

児童Ｄ 児童Ｅ 児童Ｆ 

１ 

10月12日（火） 
５校時 

・伝言ゲームや巨大ふくわらいの活
動で、学習した表現を用いて相手
にヒントを伝える。 

・伝えている相手を見て、内容を読
み取って行動する。 

・話している相手に注目して、方向や色、形などの表現を読み取ることができる。 
・方向と数字を表現することができる。 
・相手を見て、手話を読み取
ることができる。【環】（４） 

・方向と数字を手話で表現す
ることができる。【コ】（２）
（３） 

・相手を見て、音声や手話を
読み取ることができる。【環
境】（４） 

・方向と数字を手話で表現す
ることができる。【コ】（２）
（３） 

・相手に注目して、表現を正
しく読みとることができ
る。【人】（２） 

・方向と数字を音声や手話で
表現することができる。
【人】（３） 

学習語彙：前後左右、上下、真ん中、
中、外 等 

２ 

10月13日（水） 
５校時 

・ビンゴゲームや間違い探しの活動
で、学習した表現を用いて相手に
ヒントを伝える。 

・伝えている相手を見て、内容を読
み取って行動する。 

・話している相手に注目し、方向や名詞など、必要な情報を読み取ることができる。 
・ヒントカードを基に、考えた情報を伝えることができる。 
・相手を見て手話を読み取
り、行動に表すことができ
る。【環】（４） 

・ヒントカードを指さし、教
員と一緒に手話で自分の考
えを表現することができ
る。【人】（３）【コ】（２）
（３） 

・相手を見て手話を読み取
り、行動に表すことができ
る。【環】（４） 

・ヒントカードを見て、伝え
たい情報を教員と一緒に音
声や手話で表現することが
できる。【人】（３）【コ】（２）
（３） 

・相手に注目して、音声や手
話から大まかな内容を読み
取り、行動に表すことがで
きる。【人】（２）【環】（４）
（５） 

・ヒントカードを見て、伝え
たい情報を音声や手話で表
現することができる。【人】
（３） 

学習語彙：名詞（秋に関する生き物、
食べ物等）、動詞（落ちる、
跳ぶ 等） 

３ 

10月14日（木） 
５校時 

・スリーヒントクイズの活動で、学
習した表現を用いて、相手にヒン
トを伝える。 

・伝えている相手を見て、内容を読
み取り、考えを発表する。 

・話している相手に注目し、必要な情報を読み取ることができる。 
・ヒントを基に自分の考えをまとめ、発表することができる。 
・相手を見て手話を読み取
り、行動に表したり、考え
を手話や身振りで表現した
りすることができる。【人】
（３）【環】（４）【コ】（２）
（３） 

・相手を見て手話を読み取
り、行動に表したり、考え
を音声や手話で表現したり
することができる。【人】
（３）【環】（４）【コ】（２）
（３） 

・相手に注目して、音声や手
話から必要な情報を読み取
り、行動に表したり、考え
を音声や手話で表現したり
することができる。【人】
（２）（３）【環】（４）（５） 

学習語彙：名詞（食べ物、動物等）、
動詞（飛ぶ、切る等） 

４ 

10月15日（金） 
５校時 

・ブラックボックスの活動で、学習
した表現を用いて、相手にヒント
を伝える。分からないときは質問
をする。 

・伝えている相手を見て、内容を読
み取り、考えを発表する。 

・話している相手に注目し、必要な情報を整理して読み取ることができる。 
・ヒントを基に自分の考えを発表したり、質問したりすることができる。 
・相手を見て手話を読み取
り、行動に表したり、考え
を手話や身振りで表現した
りすることができる。【人】
（３）【環】（４）【コ】（２）
（３） 

・相手を見て手話を読み取
り、行動に表したり、考え
を音声や手話で表現したり
することができる。【人】
（３）【環】（４）【コ】（２）
（３） 

・相手に注目して、音声や手
話から必要な情報を読み取
り、行動に表したり、考え
を音声や手話で表現したり
することができる。【人】
（２）（３）【環】（４）（５） 

学習語彙：名詞（食べ物、動物等）、
動詞（飛ぶ、切る等） 



 

 
 

６ 展開（全４時間） 
（１）10月12日（火）１時間目／全４時間 
   指導目標：話している相手に注目して、方向や色、形などの表現を読み取ることができる。 
         方向と数字を表現することができる。 

 
学習活動 指導上の留意点 

個別の支援 
教材教具等 

評価規準 
（ ）：評価方法 児童Ｄ 児童Ｅ 児童Ｆ 

導
入
５
分 

１ 挨拶をする。 
 
 
 
２ 本時の学習内
容 に つ い て 知
る。 

・学習内容を音読
（手話表現）す
る。 

 
３ 学習課題を確
認する。 

・めあてを音読（手
話表現）する。 

 

・補聴援助システムロジャー
を使用し、聞こえの状態を
確認してから始める。 

 
・児童の注目を集めてから話
を始める。 

・手話を用いて、意味理解を
促す。学習内容が理解でき
たかを質問し、確認を行う。 

 
 
・手話を用いて、意味理解を
促す。めあてが理解できた
か、質問をし、確認を行う。 

 
 
 
 

   ・ロジャー 
 
 
 
・紙板書 
 
 
 
 
 
 
・紙板書 

 

展
開 
30 
分 

４ 方向を表す言
葉を覚える。 

・スライドから流
れてくる方向
「右」「左」等に
合わせて声を出
す。手話表現を
する。 

・活動の見通しが持てるよう、
Ｔ１とＴ２で例示する。 

・音声で表現する児童には、Ｔ
１の口形を見て、模倣するよ
う促す。 

・手話で表現する児童には、手
指の形が分かりやすいよう
に、Ｔ１が対面又は横並びで
提示する。 

・文字数の理解を
促すため、教員
の口形を見るよ
う促す。 

・手話での理解を
促すため、繰り
返し表現する。 

・文字数の理解を
促すため、口形
を模倣するよう
促す。 

・手話での理解を
促すため、繰り
返し表現する。 

・文字数の理解を
促すため、口形
を模倣するよう
促す。 

・書き言葉の理解
を促すため、言
葉を指文字で表
現する。 

・テレビ 
・パソコン 
 

・方向に関する言
葉を、音声又は
手話で表現して
いる。（行動観
察） 

 

方向を表す言葉を覚えよう。話そう。 



 

 
 

 
学習活動 指導上の留意点 

個別の支援 
教材教具等 

評価規準 
（ ）：評価方法 児童Ｄ 児童Ｅ 児童Ｆ 

展
開 
30 
分 

５ 伝言ゲームを
する。 

・ヒントカードの
確認（手話、音声） 

・ブロックの並び
を音声や手話で
伝える（相手には
自分のブロック
が見えないよう
にする）。 

 
 
 
 
 
６ 巨大ふくわら
いを完成させる。 

・マスで区切られ
たふくわらいの
型紙の前にいる
友達に、進む方向
の指示を出し、顔
のパーツを置い
ていく。 

・活動の流れが分かるように、Ｔ
１とＴ２で例示する。 

・相互に理解できるように、音声
で表現した児童には手話を復
唱するよう促し、手話で表した
児童には音声や文字、指文字で
復唱するよう促す。 

・自分で考えることが難しい児
童には、Ｔ２がヒントカードを
提示し、手話表現や言葉につい
て確認する。 

・伝言の様子を撮影し、完成後、
お互いの伝言が理解できたか
確認する。 

 
・活動の流れが分かるように、Ｔ
１とＴ２で例示する。 

・相互に理解できるように、音声
で表現した児童には手話を復
唱するよう促し、手話で表した
児童には音声や文字、指文字で
復唱するよう促す。 

・伝言ゲームで使用したヒント
カードを用い、友達にヒントを
与えやすいようにする。 

・文字数の理解を
促すため、教員
の口形を見るよ
う促す。 

・手話での理解を
促すため、繰り
返し表現する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・手話での表現に
つなげるため
に、教員と一緒
にヒントカード
を見て伝える内
容を確認する。 

・文字数の理解を
促すため、口形
を模倣するよう
促す。 

・手話での理解を
促すため、繰り
返し表現する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・音声や手話での
表現につなげる
ために、教員と
一緒にヒントカ
ードを見て伝え
る内容を確認す
る。 

・文字数の理解を
促すため、口形
を模倣するよう
促す。 

・書き言葉の理解
を促すため、言
葉を指文字で表
現する。 

 
 
 
 
 
 
 
・要点を手話で表
現することにつ
なげるため、教
員と一緒にヒン
トカードを見て
伝える内容を確
認する。 

・ヒントカード
（色、形、方向） 
・ブロック 
・ついたて 
・iPad 
・テレビ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ふくわらいの型
紙 

・ふくわらいの顔
のパーツ 

・ヒントカード（方
向） 

・方向や色などの情
報を、音声や手話
から読み取って
いる。（行動観察） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・方向や数の表現を
用いて、ヒントを
伝えている。（発
表） 

・方向や数の表現を
理解し、行動して
いる。（行動観察） 

終
末
10
分 

７ 学習課題の振
り返りと感想を
発表する。 

・撮影した動画を
基に、覚えた言葉
を確認する。 

・感想を発表する。 
 
 
８ 挨拶をする。 

・動画を視聴する前に、見るポイ
ントを伝え、注目できるように
する。 

・児童の発表の際、注目するよう
声がけをする。 

・他の児童にとって難しい表現
は、Ｔ１が表現を変えて伝える
ようにする。 

 
・学習に使用したヒントカード
を教室に掲示することを伝え、
復習を促す。 

・手話での理解に
つなげるため、
動画視聴の前後
で表現を繰り返
し確認する。 

・音声や手話での
理解につなげる
ため、口形を見
る場面と手話を
見る場面を分け
て確認する。 

・要点を手話で表
現することにつ
なげるため、動
画視聴の前後で
表現を繰り返し
確認する。 

・iPad 
・テレビ 
 
 
 
 
 
 
 
・ヒントカード 

 



 

 
 

（２）10月13日（水）２時間目／全４時間 
   指導目標：話している相手に注目し、方向や名詞など、必要な情報を読み取ることができる。 
         ヒントカードを基に、考えた情報を伝えることができる。 

 
学習活動 指導上の留意点 

個別の支援 
教材教具等 

評価規準 
（ ）：評価方法 児童Ｄ 児童Ｅ 児童Ｆ 

導
入
５
分 

１ 挨拶をする。 
 
 
 
２ 本時の学習内
容について知る。 

・学習内容を音読
（手話表現）す
る。 

 
３ 学習課題を確
認する。 

・めあてを音読（手
話表現）する。 

・補聴援助システムロジャーを
使用し、聞こえの状態を確認し
てから始める。 

 
・児童の注目を集めてから話を
始める。 

・手話を用いて、意味理解を促
す。学習内容が理解できたかを
質問し、確認を行う。 

 
・手話を用いて、意味理解を促
す。めあてが理解できたか、質
問をし、確認を行う。 

 
 
 
 

   ・ロジャー 
 
 
 
・紙板書 
 
 
 
 
 
・紙板書 

 

展
開
30
分 

４ 秋の言葉に関
わる言葉、それに
伴う動詞などの
語彙を、スライド
を用いて学習す
る。 

・「もみじ」「くり」 
「（とんぼが）と
ぶ」「（葉っぱが）
落ちる」等 

 
５ 秋の言葉ゲー
ムをする。 

・ビンゴ用紙に秋
に関するイラス
トを指示通りに
貼る。 

 

・活動の見通しが持てるよう、Ｔ
１とＴ２で例示する。 

・音声で表現する児童には、Ｔ１
の口形を見て、模倣するよう促
す。 

・手話で表現する児童には、手指
の形が分かりやすいように、Ｔ
１が対面又は横並びで提示す
る。 

 
 
・活動の見通しが持てるよう、Ｔ
１とＴ２で例示する。 

・音声で表現した児童には手話
を復唱するよう促し、手話で表
した児童には音声や文字、指文
字で復唱するよう促す。 

・指示を出す様子を撮影し、学習
の最後に振り返ることができ
るようにする。 

・文字数の理解を
促すため、教員
の口形を見るよ
う促す。 

・手話での理解を
促すため、繰り
返し表現する。 

 
 
 
 
・手話での表現に
つなげるため
に、教員と一緒
にヒントカード
を見て伝える内
容を確認する。 

 

・文字数の理解を
促すため、口形
を模倣するよう
促す。 

・手話での理解を
促すため、繰り
返し表現する。 

 
 
 
 
・音声や手話での
表現につなげる
ために、教員と
一緒にヒントカ
ードを見て伝え
る内容を確認す
る。 

 

・文字数の理解を
促すため、口形
を模倣するよう
促す。 

・書き言葉の理解
を促すため、言
葉を指文字で表
現する。 

 
 
 
・要点を手話で表
現することにつ
なげるため、教
員と一緒にヒン
トカードを見て
伝える内容を確
認する。 

 

・テレビ 
・パソコン 
・iPad 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ビンゴカード 
・イラストカー 
 ド 
・ヒントカード（方
向） 

 

・秋に関する言葉、
動詞を音声や手
話で表現してい
る。（行動観察） 

 
 
 
 
 
 
 
・話している相手に
注目して、方向や
秋に関する言葉
を読み取り、行動
している。（行動
観察） 

 

「秋」の言葉を覚えよう。話そう。 



 

 
 

 
学習活動 指導上の留意点 

個別の支援 
教材教具等 

評価規準 
（ ）：評価方法 児童Ｄ 児童Ｅ 児童Ｆ 

展
開
30
分 

６ 間違い探しを
する。 

・秋の様子が描か
れたイラストを
用い、「○○が～
です」と発表す
る。 

・活動の見通しがもてるよう
Ｔ１とＴ２で例示する。 

・それぞれの活動に集中でき
るよう、イラストを見る時
間、印を付ける時間、発表す
る時間を分ける。 

・理解が難しい言葉には、付
箋に名称を書き、イラスト
と対応して確認できるよう
にする。 

・文章を考えることが難しい
児童には、指さしを促し、分
かる部分を音声や手話で伝
えるよう促す。 

・イラストと文章が対応でき
るように、児童が発表した
文章をＴ２が短冊に書き、
イラスト下部につり下げ
る。 

・音声で表した児童には手話
を復唱するよう促し、手話
で表した児童には文字や指
文字で復唱するよう促す。 

・手話での表現
につなげるた
めに、指さし
で理解してい
ることを伝え
るよう促し、
表現を教員と
確認する。 

・音声や手話で
の表現につな
げるために、
指さしで理解
していること
を伝えるよう
促し、表現を
教員と確認す
る。 

・イラストに描
かれているも
の、事象と文
章が対応でき
るように、単
語に区切って
音声や手話で
確認する。 

・要点を手話で
表現すること
につなげるた
め、理解して
いることを音
声で伝えるよ
う促し、表現
を教員と確認
する。 

・間違いさがしイ
ラスト 

・付箋 
・テレビ 
・iPad 

・秋に関する言葉
を覚え、手話や
音声で伝えてい
る。（発表） 

終
末
10
分 

７ 学習課題の
振り返りと感
想を発表する。 

・撮影した動画を
基に、覚えた言
葉を確認する。 

・感想を発表する 
 
 
８ 挨拶をする。 

・動画を視聴する前に、見る
ポイントを伝え、注目でき
るようにする。 

・児童の発表の際、注目する
よう声がけをする。 

・他の児童にとって難しい表
現は、Ｔ１が表現を変えて
伝えるようにする。 

 
・学習に使用したイラストカ
ードを教室に掲示すること
を伝え、復習を促す。 

・手話での理解
につなげるた
め、動画視聴
の前後で表現
を繰り返し確
認する。 

・音声や手話で
の理解につな
げるため、口
形を見る場面
と手話を見る
場面を分けて
確認する。 

・要点を手話で
表現すること
につなげるた
め、動画視聴
の前後で表現
を繰り返し確
認する。 

・iPad 
・テレビ 
・イラストカー 
 ド 
 
 
 
 
 
・イラストカー 
 ド 

 

 

 

。

、 



 

 
 

（３）10月14日（木）３時間目／全４時間 
   指導目標：話している相手に注目し、必要な情報を読み取ることができる。 
         ヒントを基に自分の考えをまとめ、発表することができる。 

 
学習活動 指導上の留意点 

個別の支援 
教材教具等 

評価規準 

（ ）：評価方法 児童Ｄ 児童Ｅ 児童Ｆ 

導

入

５

分 

１ 挨拶をする。 

 

 

 

２ 本時の学習内

容について知る 

・学習内容を音読

（手話表現）す

る。 

 

３ 学習課題を

確認する。 

・めあてを音読（手

話表現）する。 

・補聴援助システムロジャー

を使用し、聞こえの状態を確

認してから始める。 

 

・児童の注目を集めてから話

を始める。 

・手話を用いて、意味理解を促

す。学習内容が理解できたか

を質問し、確認を行う。 

 

・手話を用いて、意味理解を促

す。めあてが理解できたか、

質問をし、確認を行う。 

 

 

 

 

   ・ロジャー 

 

 

 

・紙板書 

 

 

 

 

 

 

・紙板書 

 

展

開

30

分 

 

４ 言葉を覚える 

・スリーヒントク

イズに必要な語

彙を、スライド

を用いて学習す

る。 

 

・活動の見通しが持てるよう、

Ｔ１とＴ２で例示する。 

・音声で表現する児童には、Ｔ

１の口形を見て、模倣するよ

う促す。 

・手話で表現する児童には、手

指の形が分かりやすいよう

に、Ｔ１が対面又は横並びで

提示する。 

・文字数の理解

を促すため、教

員の口形を見

るよう促す。 

・手話での理解

を促すため、繰

り返し表現す

る。 

・文字数の理解

を促すため、口

形を模倣する

よう促す。 

・手話での理解

を促すため、繰

り返し表現す

る。 

 

 

・文字数の理解

を促すため、口

形を模倣する

よう促す。 

・書き言葉の理

解を促すため、

言葉を指文字

で表現する。 

・テレビ 

・パソコン 

・iPad 

 

・音声や手話で言

葉を表現してい

る。（行動観察） 

 

スリーヒントクイズをしよう。 
ヒントを考えよう。 
ヒントを聞いて答えよう。 

。 

。



 

 
 

 
学習活動 指導上の留意点 

個別の支援 
教材教具等 

評価規準 

（ ）：評価方法 児童Ｄ 児童Ｅ 児童Ｆ 

展

開

30

分 

５ スリーヒン

トクイズをす

る。 

・Ｔ２が解答者以

外の児童にヒ

ントを考える

ものの写真を

見せる。 

・解答者は、スリ

ーヒントクイ

ズボックスの

中から正解だ

と思うものを

探す。 

・Ｔ１とＴ２で例示し、ルー

ルを説明する。 

・解答者以外の児童は、ヒン

トカードを基にヒントを考

えるようＴ２が促し、表現

の仕方について確認する。 

・伝えた言葉、理解した言葉

の違いを確認できるよう、

解答者は、ヒントで理解で

きた言葉を、iPadに文字、

絵、動画等でメモしておく

よう促す。解答者以外のヒ

ントを伝える様子を、動画

に撮影する。 

・手話での表現

につなげるた

めに、教員とヒ

ントカードを

確認し、ヒント

の内容を考え

ることができ

るようにする。 

・時間が経って

も友達のヒン

トで理解した

言葉を同様に

表現できるよ

う、iPadに絵や

動画で記録す

るよう促す。 

・音声や手話で

の表現につな

げるために、教

員とヒントカ

ードを確認し、

ヒントの内容

を考えること

ができるよう

にする。 

・時間が経って

も友達のヒン

トで理解した

言葉を同様に

表現できるよ

う、iPadに文字

で記録するよ

う促す。 

・要点を手話で

表現すること

につなげるた

め、伝えたい

ヒントの内容

を音声で伝え

るよう促し、

表現を教員と

確認する。 

・友達のヒント

で理解した言

葉を音声で確

認し、必要で

あれば記録す

るよう促す。 

・スリーヒントク

イズボックス 

・果物、動物の模

型、車のおもち

ゃ等 

・クイズ用写真・

イラスト 

・ヒントカード

（色、形、場所、

季節等） 

・iPad 

・テレビ 

・話している相手

に注目し、必要

な情報を読み取

り行動してい

る。（行動観察、

iPadのメモ） 

・色や形などの表

現を用いて、ヒ

ントを伝えてい

る。（発表） 

終

末

10

分 

６ 学習課題の振

り返りと感想を

発表する。 

・撮影した動画を

基に、覚えた言

葉を確認する。 

・感想を発表する 

 

 

７ 挨拶をする。 

・動画を視聴する前に、見るポ

イントを伝え、注目できるよ

うにする。 

・児童の発表の際、注目するよ

う声がけをする。 

・他の児童にとって難しい表

現は、Ｔ１が表現を変えて伝

えるようにする。 

 

・スリーヒントクイズのメモ

と写真を教室に掲示するこ

とを伝え、復習を促す。 

・手話での理解

につなげるた

め、動画視聴の

前後で表現を

繰り返し確認

する。 

・音声や手話で

の理解につな

げるため、口

形を見る場面

と手話を見る

場面を分けて

確認する。 

・要点を手話で

表現すること

につなげるた

め、動画視聴

の前後で表現

を繰り返し確

認する。 

・iPad 

・テレビ 

 

 

 

 

 

 

 

・iPad 

 

。



 

 
 

（４）10月15日（金）４時間目／全４時間 

   指導目標：話している相手に注目し、必要な情報を整理して読み取ることができる。 

         ヒントを基に自分の考えを発表したり、質問したりすることができる。 

 
学習活動 指導上の留意点 

個別の支援 
教材教具等 

評価規準 

（ ）：評価方法 児童Ｄ 児童Ｅ 児童Ｆ 

導

入

５

分 

１ 挨拶をする。 

 

 

 

２ 本時の学習内

容について知る。 

・学習内容を音読

（手話表現）する。 

 

 

３ 学習課題を確

認する。 

・めあてを音読（手

話表現）する。 

・補聴援助システムロジャー

を使用し、聞こえの状態を

確認してから始める。 

 

・児童の注目を集めてから話

を始める。 

・手話を用いて、意味理解を

促す。学習内容が理解でき

たかを質問し、確認を行う。 

 

・手話を用いて、意味理解を

促す。めあてが理解できた

か、質問をし、確認を行う。 

 

 

 

 

   ・ロジャー 

 

 

 

・紙板書 

 

 

 

 

 

・紙板書 

 

 

 

展

開

30

分 

 

 

４ 言葉を覚える。 

・ブラックボック

スゲームに必要

な語彙を、スラ

イドを用いて学

習する。 

 

 

 

・活動の見通しが持てるよう、

Ｔ１とＴ２で例示する。 

・音声で表現する児童には、Ｔ

１の口形を見て、模倣するよ

う促す。 

・手話で表現する児童には、手

指の形が分かりやすいよう

に、Ｔ１が対面又は横並びで

提示する。 

 

・文字数の理解

を促すため、教

員の口形を見

るよう促す。 

・手話での理解

を促すため、繰

り返し表現す

る。 

 

・文字数の理解

を促すため、口

形を模倣する

よう促す。 

・手話での理解

を促すため、繰

り返し表現す

る。 

 

 

・文字数の理解

を促すため、口

形を模倣する

よう促す。 

・書き言葉の理

解を促すため、

言葉を指文字

で表現する。 

 

・テレビ 

・パソコン 

・iPad 

 

 

 

 

 

 

 

・言葉を手話や音

声で表現してい

る。（行動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

ブラックボックスゲームをしよう。 
ヒントを考えよう。 
ヒントを聞いて答えよう。 



 

 
 

 
学習活動 指導上の留意点 

個別の支援 
教材教具等 

評価規準 

（ ）：評価方法 児童Ｄ 児童Ｅ 児童Ｆ 

展

開

30

分 

 

５ ブラックボッ

クスゲームをす

る。 

・箱の一面が透明

で、解答者以外に

答えが見える箱

に、解答者は手を

入れて中のもの

を触る。 

・解答者以外はヒ

ントを伝える。 

・Ｔ１とＴ２で例示する。 

・解答者以外にヒントカード

を基に考えるようＴ２が促

し、表現の仕方について確

認する。 

・伝えた言葉、理解した言葉の

違いを確認できるよう、解答

者は、ヒントで理解できた言

葉を、iPadに文字、絵、動画

等でメモしておくよう促す。

解答者以外のヒントを伝え

る様子を、動画に撮影する。 

・手話での表現

につなげるた

めに、教員とヒ

ントカードを

確認し、ヒント

の内容を考え

ることができ

るようにする。 

・時間が経って

も友達のヒン

トで理解した

言葉を同様に

表現できるよ

う、iPadに絵や

動画で記録す

るよう促す。 

・音声や手話で

の表現につな

げるために、教

員とヒントカ

ードを確認し、

ヒントの内容

を考えること

ができるよう

にする。 

・時間が経って

も友達のヒン

トで理解した

言葉を同様に

表現できるよ

う、iPadに文字

で記録するよ

う促す。 

・要点を手話で

表現すること

につなげるた

め、伝えたいヒ

ントの内容を

音声で伝える

よう促し、表現

を教員と確認

する。 

・友達のヒント

で理解した言

葉を音声で確

認し、必要であ

れば記録する

よう促す。 

・ブラックボック

ス 

・果物、動物の模

型、車のおもち

ゃ等 

・ヒントカード

（色、形、場所、

季節等） 

・iPad 

・テレビ 

・話している相手

に注目し、必要な

情報を読み取り

行動している。

（行動観察、iPad

のメモ） 

・色や形などの表

現を用いて、ヒン

トを伝えている。

（発表） 

 

終

末

10

分 

６ 学習課題の振

り返りと感想を

発表する。 

・撮影した動画を

基に、覚えた言葉

を確認する。 

・感想を発表する。

 

 

７ 挨拶をする。 

・動画を視聴する前に、見るポ

イントを伝え、注目できるよ

うにする。 

・児童の発表の際、注目するよ

う声がけをする。 

・他の児童にとって難しい表

現は、Ｔ１が表現を変えて伝

えるようにする。 

 

・ブラックボックスのメモと

写真を教室に掲示すること

を伝え、復習を促す。 

・手話での理解

につなげるた

め、動画視聴の

前後で表現を

繰り返し確認

する。 

・音声や手話で

の理解につな

げるため、口形

を見る場面と

手話を見る場

面を分けて確

認する。 

・要点を手話で

表現すること

につなげるた

め、動画視聴の

前後で表現を

繰り返し確認

する。 

・iPad 

・テレビ 

 

 

 

 

 

 

 

・iPad 

 



 

 

７ 配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スリーヒントクイズ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ブラックボックスゲーム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T1 

T2 

児童Ｄ 児童Ｆ 

児童Ｅ 

⿊板 

ホワイトボード 

テレビ 

⿊板 

T2 

T1 

 

 

 

スリー 
ヒント 
クイズ 

ボックス 

解答する 
児童 

ヒントを
出す児童 

⿊板 

T2 

T1 

 

 

 
ブラック 
ボックス 

解答する 
児童 ヒントを

出す児童 



 

 

 

調査は以上です。お忙しい中、御協力ありがとうございました。 

 

 

＜質問用紙の記入に当たってのお願い＞ 

 

●目的 

「自立活動指導資料（聴覚障がい）」（試案）を活用した授業実践を行い、指導資料の

検証を行います。得られた結果を基に、「自立活動指導資料（聴覚障がい）」（試案）を修

正し、完成を目指します。 

 

●質問の回答について 

 この質問用紙は、幼稚部、小学部、中学部、高等部（専攻科含む）の指導教諭、教諭、

講師、非常勤講師の先生方が御回答ください。なお、授業を参観できなかった先生方に

も御回答をお願いいたします。 

 

●調査結果の取扱いについて 

（１）当該研究において調査結果を活用します。 

（２）調査結果は、研究報告書、教育研究発表会等で公表します。 

（３）公表に当たっては、特定の個人を識別することはありません。 

 

●提出方法、締め切り 

 調査用紙は、10月15日（金）までに、各学部研究部員に提出をお願いいたします。 

 

 

授業実践①、②の両方を 

参観した先生 
p.２～４の全ての問いに御回答ください。 

授業実践①（小学部６年） 

のみを参観した先生 
p.２～４の全ての問いに御回答ください。 

授業実践②（小学部１・２年） 

のみを参観した先生 

p.２の問１と問２、p.４の問４と問５に 

御回答ください。 

授業を参観できなかった先生 p.４の問４と問５に御回答ください。 

 

 

「特別支援学校における障がい種に応じた専門性の向上と指導の充実に関する研究（聴覚障がい）」

に係る質問用紙 

補助資料４ 



 

 

本研究に係る授業を参観していただき、ありがとうございました。 

 授業で活用した「自立活動指導資料（聴覚障がい）」（試案）について、改善点や工夫

点等、御意見を伺い、資料の修正のため、参考にさせていただきます。御協力をよろしく

お願いいたします。 

 

 

問１  授業実践①、②で活用した「自立活動指導資料（試案）」の「第１章 聴覚障がい教育の

基本的理解（５）聴覚障がいのある子供のコミュニケーション方法、（６）言語指導」は、

聴覚障がい教育の専門的な視点や内容が分かりやすく示され、授業で活用できるものにな

っていますか。次の（ア）～（エ）から、あてはまるものに○を付け、その理由も御記入く

ださい。 

 （ア）なっている 

 （イ）ややなっている 

 （ウ）あまりなっていない 

 （エ）なっていない 

 

 

問２  授業実践①と②で活用した「自立活動指導資料（試案）」の「第２章 自立活動の指導～

自立と社会参加を目指して～（２）聴覚障がいのある子供の自立活動」は、聴覚障がい教育

の授業づくりの視点が分かりやすく示され、授業で活用できるものになっていますか。次の

（ア）～（エ）から、あてはまるものに○を付け、その理由も御記入ください。 

 （ア）なっている 

 （イ）ややなっている 

 （ウ）あまりなっていない 

 （エ）なっていない 

 

 

 

 

【理由】 

【理由】 



 

 

問３  授業実践①で活用した「自立活動指導資料（試案）」の「第３章 自立活動と各教科の関

連～小学部を中心に～（１）指導上の配慮事項、（２）各教科との関連①国語」は、聴覚障

がい教育の専門的な視点や内容が分かりやすく示され、授業で活用できるものになっていま

すか。次の（ア）～（エ）から、あてはまるものに○を付け、その理由も御記入ください。 

 （ア）なっている 

 （イ）ややなっている 

 （ウ）あまりなっていない 

 （エ）なっていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理由】 



 

 

問４  「自立活動指導資料（聴覚障がい）」（試案）全体を通して、改善してほしい点や工夫を

要する点がありましたら、御記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５  自立活動の授業以外に、今後どのような場面で「自立活動指導資料（聴覚障がい）」を活

用してみたいと思いますか。次の（ア）～（ケ）から、あてはまるものに○を付けてくださ

い。他に考えられるものがある場合は、御記入ください。（複数回答可） 

 （ア）子供の実態把握 

 （イ）個別の指導計画や年間指導計画の立案 

 （ウ）各教科等での指導（教科等を合わせた指導） 

 （エ）校内研修 

 （オ）校内研究 

 （カ）新任者研修 

 （キ）相談支援や教育相談 

 （ク）進路指導 

 （ケ）保護者や各関係機関との連携 

 

 

 

 

 

 

 

御協力ありがとうございました。 

【その他】 


